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住民参加型の災害図上訓練（ＤＩＧ）
関金総合文化センター

　阪神・淡路大震災では、生き埋めや建物などに閉じ込められた
人のうち、消防や自衛隊などの公的な救助機関による救助は全
体の 1.7％で、それ以外の人は自力または一般住民などによる救
助でした。このことから、災害時に被害を最小限に抑えるため
には、自治会などを中心とする地域防災力の強化が重要な鍵と
言えます。
　市では現在、13 の地区公民館ごとに、地図を使った災害図上
訓練を行っています。災害図上訓練は、低コストで実施でき、
地域住民のきずなを深め、地域の防災力を向上させる上でとて
も有効な訓練です。自治公民館でグループを作り、震度６強の
地震を想定して、自分たちが住んでいる地域の防災上の長所・
短所、避難ルートの確認などを行ったあと、グループごとに発
表します。参加者からは「地域の状況がよく把握できた」「高齢
者、障害者への対応を考えたい」などの感想がありました。
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 ◆普通会計の歳入・歳出

　上の図１・２を見ますと、歳入では地方税と地方交付税
（主な一般財源）だけで歳入額の過半数であり、地方債は
全体の13.5%となっています。また、歳出では義務的経費だ
けで全体の過半数に迫っているのがわかります。

「
普
通
会
計
の
歳
入
・
歳
出
」
「
経
常
収
支
比
率
」
「
一
時
借
入
金
」
に
つ
い
て

 ◆一時借入金について

　一時借入金とは一会計年度内において、現金が不足し
た場合に、その不足を補うために銀行などから借り入れ
るお金のことで、年度内に返済することが原則です。平
成17年度の本市の一時借入は、最高で32億5千万円を借
入れましたが、通常、一時借入金に加えて、基金の繰替
運用を実施し、一時借入の金額が必要以上に膨らまない
ように注意を払っています。一時借入はあくまで基金の
運用だけでは収支不足が補いきれない場合に行います。
近年基金の残高が減少の傾向にありますが、安易な基金
の取崩しは、今後とも厳に慎むようにし、基金の運用が
潤沢に行えるよう努めます。

平成１７年度決算  ～打吹公園の仲間たちと倉吉の財政を知るシリーズ～
第４回

…お外を見てきて…

地方税
59.7

（22.0%）

地方交付税
79.8

（29.4%）
国県支出金
39.3

（14.5%）

地方債
36.5

（13.5%）

その他の歳入
55.8

（20.6%）

歳 入
271.1

（単位：億円）

　　　  義

 務
 的
 経
 費歳 出
262.3

（単位：億円）

人件費
38.3

（14.6%）

扶助費
37.3

（14.2%）

公債費
38.9

（14.8%）
普通建設
事業費
24.7

（9.4%）

物件費
22.3

（8.5%）

補助費等
27.8

（10.6%）

その他の歳出
73.0

（27.9%）

82%

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

H12 H13 H14 H15 H16 H17

87.3%

88.8%

90.7%
91.4%

94.9%
93.8%

　今回は、平成17年度の普通会計の歳入・歳出と経常収支比率の数値、
一時借入金について考えましょう。

（図１・２）倉吉市の平成17年度普通会計 歳入・歳出

（図３）倉吉市の経常収支比率

 ◆経常収支比率について

　上の図３を見てみましょう。
　経常収支比率とは、人件費、公債費などの経常経費に
地方税、地方交付税などの経常的な収入がどの程度充当
されているかをみることにより、団体の財政状況を判断
する指標です。この数値が高くなると自由に使えるお金
が少なくなってしまいます。17年度に経常収支比率が低
下していますが、分母となる経常一般財源等が普通交付
税の増加などにより増加したためで一時的なものです。

ニホンジカの

父：げんき娘：さくら 母：はなこ

ちょっと
お外を
見てこよう

ただいまー おかえりー

義務的経費が
多いんじゃな
いの？

それに地方交
付税は減って
るんだって!

どこの団体も
経常収支比率
が高くなって
るわ。

ここ倉吉で安定
したくらしをす
るためにみんな
で努力していこ
うよ。

なんだらぁし、
倉吉は「くらし
よし」だわ。

だから経常
収支比率が
高くなって
るんだ。
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先
月
の
市
報
で
韓
国
で
は
、
10
月
は

「
文
化
の
月
」
と
お
話
を
し
ま
し
た

が
、
倉
吉
市
の
10
月
は
ま
さ
に
「
日
韓

交
流
の
月
」
で
し
た
。

　

「
打
吹
童
子
ば
や
し
」
の
羅ナ

ジ

ュ州
市
訪

問
（
19
日
〜
21
日
）
を
筆
頭
に
、
「
全

国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」

（
20
日
〜
24
日
）
開
催
、
羅
州
市
の
梨

研
究
団
の
倉
吉
市
訪
問
（
24
日
〜
27

日
）
、
そ
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
」

の
会
員
な
ど
に
よ
る
「
韓
国
原

ウ
ォ
ン
ジ
ュ州

国

際
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
（
27
日
〜
31

日
）
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
韓
交

流
事
業
が
行
わ
れ
、
交
流
員
と
し
て
の

責
任
感
を
強
く
感
じ
た
10
月
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
私
の
韓
国
初

出
張
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
印
象
深
か
っ

た
「
韓
国
原
州
国
際
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

倉
吉
市
か
ら
22
人
が
参
加
し
た
こ
の

大
会
は
、
日
本
、
米
国
、
ド
イ
ツ
な

ど
、
世
界
20
ヵ
国
４
０
０
人
の
参
加
者

を
含
め
、
約
４
万
人
が
参
加
し
た
韓
国

最
大
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

　

５
ぜ
、
10
ぜ
、
20
ぜ
、
30
ぜ
、
50

ぜ
と
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
中
、
私
た
ち

は
50
ぜ
を
除
く
各
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
、

み
な
無
事
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

通
訳
と
し
て
同
行
し
た
私
も
、
２
日
間

10
ぜ

コ
ー
ス
に
参
加

し
、
完
歩
し
ま
し
た
。

「
少
し
で
も
や
せ
て
帰

る
ぞ
！
」
と
い
う
決
意

で
一
所
懸
命
歩
き
ま
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
食

べ
る
韓
国
料
理
の
前
で

は
、
体
重
も
変
化
し
ま

せ
ん
で
し
た
(̂  ̂ )

　

そ
も
そ
も
交
流
の

き
っ
か
け
は
「
未
来
ウ
オ
ー
ク
実
行

委
員
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
２
０
０
４
年

に
、
原
州
市
の
「
韓
国
国
際
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
に
参
加
し
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
通
じ
た
相
互
交
流
を
図
る
た
め

「
韓
国
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
と
交
流

協
約
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

以
来
「
韓
国
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
の

皆
さ
ん
が
原
州
市
か
ら
「
日
本
海
未
来

ウ
オ
ー
ク
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
そ
の

友
情
は
年
々
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

原
州
市
で
は
、
そ
の
ほ
か
、
毎
月
第

４
土
曜
日
に
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
歩

き
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
健
康
増

進
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

構
）
に
よ
っ
て
健
康
都

市
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
、
来
年
の
10

月
に
は
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康

都
市
原
州
」
を
歩
き
な

が
ら
、
秋
深
ま
る
韓
国

を
満
喫
し
て
み
る
の
は

い
か
が
で
す
か
。

　

関
金
地
区
で
米
を
基
本
に
複

合
経
営
を
す
る
メ
真
栄
農
産

は
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を

消
費
者
に
届
け
た
い
と
、
生

産
、
加
工
、
販
売
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

主
な
農
産
物
は
、
米
、
白
ネ

ギ
、
イ
チ
ゴ
、
ス
ト
ッ
ク
、
か

き
も
ち
な
ど
。
中
で
も
お
す

す
め
は
、
お
米
パ
ン
。
米
を

１
０
０
％
使
用
し
、
卵
抜
き
な

の
で
ヘ
ル
シ
ー
で
通
常
の
パ

ン
よ
り
食
べ
ご
た
え
が
あ
り
、

し
っ
と
り
と
モ
チ
モ
チ
し
た
食

感
で
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

お
米
パ
ン
が
生
ま
れ
た
き
っ

か
け
は
、
小
麦
、
卵
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
ら

れ
る
パ
ン
を
作
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
で
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
に

食
べ
て
も
ら
い
、
米
の
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
た
い
と
平
成
16
年

か
ら
、
同
社
で
生
産
し
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
原
料
と
し
た
米
粉
加

工
に
取
り
組
み
、
お
米
パ
ン
、

お
米
ら
ぅ
め
ん
、
お
米
冷
ぅ
め

ん
な
ど
を
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
米
パ
ン
は
、
関
金
地
区
に

あ
る
、
湯
の
関
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ

ス
、
湯
命
館
、
道
の
駅
「
犬

挟
」
、
そ
の
ほ
か
中
部
地
区
の

農
産
物
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

メ
真
栄
農
産
（
関
金

町
大
鳥
居
／
あ
４
５―

２
６
０
９
／
い

４
５―

２
６
１
５
）

　先月15日と21日に、ポ
ケットパークと玉川（白壁
土蔵群周辺）に、中川米春
さん（上福田）から寄付し
ていただいた錦鯉を放流し
ました。
　色とりどりの錦鯉の姿を
ご覧いただき、和やかな
気持ちになっていただけた
ら、うれしく思います。
　玉川がよりきれいになれ
ばなるほど、錦鯉たちの姿
がよく見えます。
　玉川をきれいにし、鯉を
大切にしましょう。

※問合せ先：市管理課 

あ22―8131／ い22―8179

モチモチした食感が評判の「お米パン」

有
限
会
社 

真
栄
農
産
の

お
米
パ
ン

 玉川を
　 きれいに
　　しましょう

 

一
歩
、
一
歩
着
実
に
進
む
日
韓
交
流

今月のキーワード

来年は一緒に歩きましょう！

ネ ニョン エ ヌン　ハムケ　 ゴ　ロ　ヨ

第12回韓国国際ウオーキング大会

№ 7
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ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
河
川
、
山
林
、
空
き
地
な
ど
で

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
景
観
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
河
川
な
ど
に
お
い
て
は
水
質
悪

化
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
一
般
家
庭
か

ら
出
る
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
所
定
の
場
所
に

出
し
、
事
業
所
で
あ
れ
ば
業
者
へ
委
託
す

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
洗
濯
機
・
テ
レ

ビ
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
て
く
だ
さ

い
。
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

罰　

則

：

五
年
以
下
の
懲
役
、

一
千
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
又

は
こ
の
併
科

犬
・
猫
の
飼
育
は

飼
い
主
の
責
任
で
す

　

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
が

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
十
分
な
気
配
り
を
し
、

責
任
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

● 

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
必
ず
ふ
ん
の

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

● 

犬
を
制
御
で
き
る
人
が
綱
を
引
き
、
首

輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

● 

飼
い
犬
の
種
類
、
健
康
状
態
に
応
じ
て

適
正
に
運
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

● 

ペ
ッ
ト
の
鳴
声
、
排は

い
せ
つ泄
の
し
つ
け
を
き

ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

● 

猫
は
、
飼
い
主
の
名
前
を
書
い
た
首
輪

を
つ
け
る
な
ど
、
自
分
の
飼
い
猫
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

猫
は
、
放
し
飼
い
が
多
く
、
気
づ
か

な
い
と
こ
ろ
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
専
用
ト
イ
レ
な

ど
の
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

野
良
ね
こ
へ
の

え
さ
や
り
に
つ
い
て

　

え
さ
や
り
に
よ
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
野
良
ね
こ
に
え
さ
を
与
え
て
い
る
人

は
、
ふ
ん
尿
の
処
理
・
ご
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
飼

い
主
と
同
じ
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

ま
し
ょ
う
。　

※
連
絡
・
問
合
せ
先

：

環
境
課

（
あ
２
２―

８
１
６
８
）

■伯耆しあわせの郷では次の教室の受講生を募集します

申込方法： 11月21日（火）の午前９時から先着順に受け付
け、定員になりしだい締め切ります。

受講料： 初回全納
＊納入された受講料は原則として返金しません。

＊一部の教室を除き、受講料のほかに材料費などが必要です。

＊託児を希望する人は、教室申込の時にご相談ください。

※申込・問合せは伯耆しあわせの郷まで

教室名（講師） 日　時 期間 定員 受講料･回数

料 理 教 室
（鳥取県調理師連合会）

第2・4火曜日
10：00～13：00

１
月　

〜　

３
月

30人
3,000円
（６回）

レザークラフト教室
（西村都紀世さん）

毎週火曜日
10：00～12：00

10人
5,000円
（10回）

エアロビクス教室①
（宮川由美子さん）

毎週水曜日
13:45～14：45

30人
5,000円
（10回）

エアロビクス教室②
（宮城さん・板東さん）

毎週土曜日
10：15～11：15

30人
5,000円
（10回）

エアロビクス教室③
（河本珠紀さん）

毎週水曜日
10：15～11：15

30人
5,000円
（10回）

エアロビクス教室④
（河本珠紀さん）

毎週木曜日
18：30～19：30

30人
5,000円
（10回）

３Ｂ体操教室①
（前田泰子さん）

毎週火曜日
10：15～11：45

25人
5,000円
（10回）

３Ｂ体操教室②
（福井留実さん）

毎週木曜日
10：15～11：45

25人
5,000円
（10回）

３Ｂ体操教室③
（福井留実さん）

毎週木曜日
13：45～15：15

25人
5,000円
（10回）

練功十八法教室
（岡本真由美さん）

毎週金曜日
10：15～11：45

20人
4,000円
（８回）

和布細工教室（干支）
（明里美也子さん）

12月1日（金）
13：00～16：00

10人
500円
（１回）

クリスマスケーキ作り教室
（井上美智子さん）

12月8日（金）
13：00～15：30

20人
500円
（１回）

男性のための料理教室
（杉本美智子さん）

12月15日（金）
10：00～13：00

15人
500円
（１回）

●練功十八法教室は、気功や太極拳を取り入れた中国の医療体操です。

●男性のための料理教室では、魚のカルパッチョなどを作ります。

（財）伯耆しあわせの郷事業団
　倉吉市小田 458　あ 26―5581　い 26―5633 
　開館時間：午前 9時～午後 8時  
　休館日：月曜日

倉吉スポーツセンター
　倉吉市葵町 591―1　あ 22―5674 
　開館時間：午前８時 30 分～午後 10 時  
　休館日：年末年始（12/29～ 1/3）

■倉吉スポーツセンターで

　ユニバーサルホッケー教室を開催します

　ユニバーサルホッケーという名称は「万人の、
広く行われる」という意味のUniversalとHockey
とを組み合わせ、だれでもいつでも、どこで
も楽しめるスポーツとして愛好されることを
期待して名づけられたスポーツです。
　安全性が高く、年齢・性別を越えて幅広く
プレイできるのが特徴です。

と　き：１２月６日（水）・１３日（水）の２日間
　　　　9：30～11：30
ところ：倉吉スポーツセンター体育館
講　師：黒田多美子さん（倉吉市体育指導委員）　
定　員：20人
＊ 受講料は不要ですが、保険料100円（２日分）が必要です。

＊ 運動のできる服装・タオルなど持参してください。

申　込： 11月22日（水）午前９時から先着順
に受け付けします。（当日参加も可）

※申込・問合せは倉吉スポーツセンターまで

中四国少年レスリング選手権大会
ぜひご観戦を！　　入場無料

　中四国地区の小学生以下を対象にした
「平成18年度第８回中四国少年レスリン
グ選手権大会」が倉吉で開催されます。
　ぜひご観戦ください。

開催日：１１月２６日（日）
会　場：倉吉体育文化会館
日　程：開会式　　9:00～9:20
　　　　試合開始　9:40～
　　　　閉会式　　15:30（予定）
＊上履きをご用意ください。

※問合せ先：事務局

（倉吉総合産業高校内あ26-2851）




